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川
下
朝
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が
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を
抱
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〈

ね
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困
窮
す
る
家
族
の
中
で
苦
し
み
、
自
分
を
保
と
う
と
す
る
も
、
自
暴
自
棄
に
陥
り
、
殺
意
を

抱
く
様
子 
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１. 

病
院
・
川
下
の
病
室 

（
昼
） 

６
人
く
ら
い
の
集
団
病
室
。 

川
下
朝
雄
（
４
０
）
の
ス
ペ
ー
ス
は
ベ
ッ
ド
と
脇
机
が
あ
る
。

脇
机
に
は
Ｐ
Ｃ
と
一
枚
の
家
族
写
真
が
直
に
置
い
て
あ
る
。 

家
族
写
真
は
６
歳
く
ら
い
の
朝
雄
と
父
母
、
姉
が
写
っ
て
い

る
集
合
写
真
。
一
軒
家
の
自
宅
前
で
皆
、
笑
顔
で
映
る
。 

朝
雄
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
、
脇
の
Ｐ
Ⅽ
で
動
画
を
見
て
い

る
。 

動
画
で
は
大
き
な
ホ
ー
ル
に
大
勢
人
が
集
ま
っ
て
、
舞
台
上

の
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
大
統
領
が
演
説
し
て
い
る
。 

拍
手
や
英
語
の
演
説
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

 

２. 

動
画
に
映
っ
て
い
る
ホ
ー
ル
・
屋
内
（
昼
） 

ホ
ー
ル
は
舞
台
と
３
０
０
人
く
ら
い
入
る
客
席
が
あ
る
。 

舞
台
上
に
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
、
そ
の
脇
に
演
台
が
あ
り
、
司

会
者
が
一
人
立
つ
。 

客
席
は
埋
ま
っ
て
い
る
。 

巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
田
中
平
蔵

（
６
５
）
が
映
る
。 

司
会
者
が
韓
国
語
で
田
中
平
蔵
を
紹
介
す
る
。 

会
場
の
大
き
な
拍
手
。 

田
中 

「
ご
出
席
の
皆
様
、
日
本
国
前
内
閣
総
理
大
臣
の
田
中
平
蔵

で
す
、
Ｗ
Ｐ
Ｕ
の
主
催
の
も
と
、
よ
り
よ
い
世
界
実
現
の

た
め
の
対
話
と
諸
問
題
解
決
の
た
め
に
１
５
０
か
国
の
国

家
首
脳
」 

 

３. 

病
院
・
川
下
の
病
室 

（
昼
） 

榎
本
透

（
６
５

）
、
病
室
の
戸
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
。 

透
、
朝
雄
の
姿
を
見
て
、
駆
け
寄
る
。 

田
中
の
声
「
国
会
議
員
、
宗
教
指
導
者
が
集
う
世
界
平
和
実
現
大
会

で…
…

」 

透 
 

「
朝
雄
、
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
し
た
」 

朝
雄
、
黙
っ
て
う
つ
む
く
。 



 2 

透 
 

「
す
ま
な
か
っ
た
、
俺
が
も
っ
と
お
前
た
ち
家
族
を
見
て
や

れ
て
れ
ば
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
ず
に…

…

」 

朝
雄 

「
伯
父
さ
ん
に
は
充
分
世
話
に
な
っ
て
る
よ
、
俺
や
姉
ち
ゃ

ん
が
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
伯
父
さ
ん
の
お
陰

だ
」 

透 
 

「
仁
恵
に
は
何
度
も
お
姉
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に

言
っ
て
は
い
る
ん
だ…

…

」 

朝
雄 
「
母
さ
ん
は
あ
そ
こ
に
す
っ
か
り
洗
脳
さ
れ
ち
ま
っ
て
る
ん

だ
、
姉
ち
ゃ
ん
の
面
倒
見
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
簡
単
に
変

わ
れ
る
わ
け
ね
え
よ
」 

透 
 

「
朝
雄
、
だ
け
ど
な
、
自
殺
し
て
保
険
金
残
そ
う
な
ん
て
や

め
て
く
れ
、
な
」 

朝
雄
、
黙
る
。 

朝
雄
の
首
の
痣
。 

透
、
ベ
ッ
ド
に
す
が
り
つ
い
て
泣
き
な
が
ら
、 

透 
 

「
約
束
し
て
く
れ
、
た
の
む
か
ら…

…
」 

田
中
の
声
「
世
界
平
和
を
共
に
牽
引
し
て
き
た
盟
友
の
ハ
ー
ト
大
統

領
と
共
に
演
説
す
る
機
会
を
頂
け
た
こ
と
を
光
栄
に
思
い

ま
す
」 透

、
動
画
に
気
づ
く
。 

透 
 

「
こ
ん
な
も
ん
見
る
な
」 

朝
雄
、
動
画
を
消
す
。 

朝
雄 

「
父
さ
ん
の
生
命
保
険
金
や
俺
た
ち
の
家
が
あ
の
ホ
ー
ル
に

な
っ
た
ん
だ
、
立
派
だ
よ
な
あ
」 

透 
 

「
朝
雄
、
い
く
ら
恨
ん
で
も
、
何
も
始
ま
ら
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
も
す
ご
く
心
配
し
た
ん
だ
ぞ
」 

朝
雄 

「…
…

」 

透 
 

「
お
姉
ち
ゃ
ん
に
心
配
か
け
る
な
、
伯
父
さ
ん
も
で
き
る
だ

け
力
に
な
る
か
ら
」 

朝
雄
、
涙
を
浮
か
べ
る
。 

家
族
写
真
。 

 

４. 

物
流
セ
ン
タ
ー
・
屋
内 

（
昼
） 
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大
規
模
な
物
流
セ
ン
タ
ー
。 

配
送
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
く
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
コ
ン

テ
ナ
が
開
き
、
パ
レ
ッ
ト
に
積
ま
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
が
現
れ

る
。 

安
全
第
一
の
ポ
ス
タ
ー
。 

沢
山
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
荷
物
を
運
び
、
行
き
か
う
。 

朝
雄
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
荷
物
を
運
ん
で
い
る
。 

場
内
の
一
台
の
監
視
カ
メ
ラ
が
朝
雄
を
と
ら
え
て
い
る
。 

作
業
員
Ａ
「
川
下
」 

朝
雄
、
作
業
員
Ａ
に
気
づ
き
、
操
作
を
止
め
る
。 

作
業
員
Ａ
「
ど
う
だ
、
仕
事
慣
れ
た
か
？
」 

朝
雄 

「
は
い
、
な
ん
と
か
」 

作
業
員
Ａ
「
黙
々
と
さ
、
仕
事
は
や
く
て
助
か
る
よ
」 

整
然
と
積
み
上
げ
、
並
べ
ら
れ
て
い
る
段
ボ
ー
ル
箱
。 

朝
雄 

「
い
や
」 

作
業
員
Ｂ
「
川
下
」 

朝
雄 

「
は
い
」 

作
業
員
Ｂ
「
警
察
か
ら
電
話
だ
」 

 

５. 

病
院
・
霊
安
室
（
昼
） 

川
下
知
恵
（
４
３
）
の
遺
体
が
横
た
わ
る
。 

朝
雄
と
刑
事
、
知
恵
の
傍
に
立
つ
。 

刑
事 

「
溺
死
と
思
わ
れ
ま
す
、
お
そ
ら
く
ご
自
分
で
海
に
入
ら
れ

た
も
の
と
」 

刑
事
が
知
恵
の
顔
の
覆
い
を
と
る
。 

朝
雄
、
知
恵
に
す
が
り
つ
い
て
、 

朝
雄 

「
姉
ち
ゃ
ん
、
な
ん
で
、
な
ん
で
」 

朝
雄
、
泣
き
崩
れ
る
。 

 

６. 

寺
・
外
観 

（
夜
） 

本
堂
に
知
恵
の
斎
場
が
設
営
さ
れ
て
い
る
。 

門
前
に
知
恵
の
葬
儀
の
看
板
。 

数
人
の
弔
問
客
が
出
入
り
す
る
。 
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７. 

寺
・
本
堂 

（
夜
） 

祭
壇
に
知
恵
の
遺
影
。
５
０
人
ほ
ど
が
参
列
。 

朝
雄
、
表
情
は
無
く
、
家
族
席
に
座
る
。 

弔
問
客
Ａ
の
声
「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
が
ん
治
す
の
に
大
分
お
金
が
必
要

だ
っ
た
よ
う
よ
、
そ
れ
で
も
う
生
き
て
く
の
嫌
に
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
か
ね
」 

弔
問
客
Ｂ
の
声
「
仁
恵
さ
ん
、
だ
い
ぶ
あ
の
宗
教
に
入
れ
込
ん

じ
ゃ
っ
た
も
ん
ね
え
」 

弔
問
客
Ａ
の
声
「
旦
那
さ
ん
亡
く
し
て
か
ら
、
頼
れ
る
人
が
な
か
っ

た
か
ら
ね
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
あ
の
宗
教
に
殺
さ
れ
た

よ
う
な
も
の
よ
」 

弔
問
客
Ｂ
の
声
「
ほ
ん
と
お
そ
ろ
し
い
」 

朝
雄
、
表
情
は
無
い
。 

 

８. 

透
の
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
昼
） 

戸
建
て
住
宅
。 

１
５
畳
く
ら
い
の
リ
ビ
ン
グ
。
ソ
フ
ァ
、
テ
レ
ビ
な
ど
家
具

が
置
い
て
あ
る
。 

透
の
妻

（
６
３
）
が
奥
の
台
所
で
洗
い
物
し
て
い
る
。 

透
、
ソ
フ
ァ
で
電
話
を
か
け
て
い
る
。 

透 
 

「
だ
め
だ
、
つ
な
が
ら
な
い
、
あ
い
つ
」 

透
の
妻
「
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
か
ね
え
、
朝
雄
く
ん
」 

 

９. 

ア
パ
ー
ト
・
朝
雄
の
部
屋
（
昼
） 

８
畳
く
ら
い
の
和
室
。 

ベ
ッ
ド
、
タ
ン
ス
、
机
、
本
棚
な
ど
が
置
い
て
あ
る
。 

も
の
が
散
乱
し
て
、
荒
れ
て
い
る
。 

机
の
上
の
Ｐ
Ⅽ
で
、
Ｗ
Ｐ
Ｕ
の
世
界
平
和
実
現
大
会
に
て
田

中
前
総
理
の
挨
拶
動
画
が
流
れ
て
い
る
。 

田
中 

「
Ｗ
Ｐ
Ｕ
の
世
界
平
和
構
想
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
『
家

庭
』
の
価
値
を
評
価
す
る
点
に
、
私
は
高
く
評
価
い
た
し
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て
お
り
ま
す
、
『
世
界
人
権
宣
言
』
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
『
家
庭
』
は
社
会
の
自
然
か
つ
基
礎
的
集
団
単
位
と

し
て
の
普
遍
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
」 

朝
雄
の
家
族
写
真
が
破
ら
れ
て
、
部
屋
に
散
乱
し
て
い
る
。 

 
１
０. 
物
流
セ
ン
タ
ー
・
屋
内
（
昼
） 

朝
雄
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
荒
々
し
く
荷
物
を
運
ぶ
。 

朝
雄
、
表
情
は
無
い
。 

荷
物
を
お
ろ
す
音
が
大
き
く
響
く
。 

場
内
の
一
台
の
監
視
カ
メ
ラ
が
朝
雄
を
と
ら
え
て
い
る
。 

朝
雄
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
る
作
業
員
Ｃ
、

他
の
作
業
員
に
指
示
を
与
え
て
い
る
。 

 

１
１. 

朝
雄
の
部
屋 

（
昼
） 

本
棚
に
数
冊
の
哲
学
の
本
が
並
ん
で
い
る
。 

本
の
タ
イ
ト
ル
「
大
学
で
学
ぶ
哲
学
」
な
ど
。 

田
中
の
声
「
い
つ
の
時
代
も
理
想
に
向
か
う
情
熱
が
歴
史
を
動
か
し

て
き
ま
し
た
」 

 

１
２. 

物
流
セ
ン
タ
ー
・
屋
内
（
昼
） 

朝
雄
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
荒
々
し
く
荷
物
を
運
ぶ
。 

朝
雄
、
表
情
は
無
い
。 

朝
雄
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
荷
物
を
降
ろ
す
。 

作
業
員
Ｄ
「
お
い
、
そ
こ
じ
ゃ
な
い
ぞ
」 

朝
雄
、
作
業
員
Ｄ
に
構
わ
ず
作
業
を
続
け
る
。 

作
業
員
Ｄ
、
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
、
作
業
員
Ｄ
を
呼
び
に

い
く
。 

他
の
作
業
員
た
ち
、
異
変
に
気
付
い
て
、
朝
雄
を
見
る
。 

作
業
員
Ｃ
、
作
業
員
Ｄ
の
話
を
聞
い
て
、
朝
雄
を
注
意
し
に

や
っ
て
来
る
。 

 

１
３. 

朝
雄
の
部
屋 

（
昼
） 
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銃
の
か
た
ち
を
し
た
粘
着
テ
ー
プ
で
巻
い
た
筒
が
床
に
転

が
っ
て
い
る
。 

田
中 

「
理
想
の
前
に
は
常
に
壁
が
あ
り
ま
す
、
よ
っ
て
戦
い
が
あ

る
の
で
す
」 

 
１
４. 
倉
庫 

(

昼)
 

朝
雄
、
荒
々
し
く
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
運
転
す
る
。 

場
内
の
一
台
の
監
視
カ
メ
ラ
が
朝
雄
を
と
ら
え
て
い
る
。 

場
内
に
警
報
音
が
鳴
り
響
く
。 

作
業
員
Ⅽ
、
朝
雄
に
向
か
っ
て
、 

作
業
員
Ｃ
「
こ
ら
っ
、
お
前
、
止
ま
れ
っ
」 

朝
雄
、
勢
い
よ
く
荷
物
の
山
に
お
ろ
す
。
そ
の
弾
み
で
荷
物

の
山
が
大
き
な
音
を
立
て
て
崩
れ
る
。 

作
業
員
Ｃ
、
荷
物
の
下
敷
き
に
な
り
そ
う
に
な
り
、
呆
然
と

し
て
座
り
込
む
。 

朝
雄
、
表
情
な
く
、
作
業
員
Ｃ
を
見
る
。 

<

終
わ
り>

 


